
第
三
巻
　
　
研
　
究
　
　
二
十
八
宿
の
傳
來
を
論
ず

　
　
　
二
十
入
宿
の
血
膿
を
論
ず

第
一
號

一
八
　
（
一
八
）

理
學
博
士
　
　
　
　
新
，
　
城
　
　
　
新
　
　
　
藏

　
　
　
で
あ
る
こ
ご
は
疑
も
な
い
。
予
は
数
年
前
、
支
那
に
於
け

一
、
　
序
設
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
古
代
に
於
け
る
魏
上
田
臨
〇

三
、
支
那
に
於
け
る
二
十
ん
宿
。
四
、
朔
。

五
、
印
壌
、
ア
ラ
ビ
ヤ
、
及
共
他
に
於
け
る
ご
＋
八
宿
。

六
、
相
互
比
較
〇
　
　
　
　
　
　
七
、
結
論
。

四
、
　
序

　
二
十
八
宿
は
黄
赤
革
方
面
を
二
十
八
の
不
等
な
る
部
分

に
露
分
し
た
も
の
で
、
殆
ん
ご
相
類
似
せ
る
涯
分
法
が
支

那
、
印
度
、
ア
ラ
ビ
ヤ
、
ペ
ル
シ
ヤ
等
に
古
一
か
ら
存
在

し
て
居
る
が
、
其
の
匿
分
法
の
相
類
似
せ
る
歌
態
か
ら
見

れ
ば
、
決
し
て
別
々
に
案
毘
さ
れ
π
む
の
で
は
な
く
、
全

く
共
通
の
源
か
あ
馴
し
て
是
等
の
國
々
に
傳
は
π
つ
も
の

る
二
十
八
宿
の
猴
達
を
調
喪
し
て
、
其
結
果
を
大
正
一
．
一
年

九
月
の
藝
文
誌
上
に
言
表
し
把
が
、
此
頃
濡
々
此
問
題
を

攻
究
し
、
支
那
、
印
度
及
西
方
字
溝
に
於
け
る
二
十
八
宿

の
關
係
に
就
て
少
し
く
會
得
し
π
所
が
あ
る
ご
思
は
る
》

の
で
、
こ
れ
を
陳
述
し
て
大
方
の
批
評
を
柳
ぎ
セ
い
ご
思

ふ
。
　
本
問
題
の
研
究
に
就
て
臓
、
文
科
の
諸
敷
授
殊
に
狩
野

内
藤
、
榊
三
寿
授
の
高
敏
を
煩
は
し
π
黙
が
少
く
な
い
。

袈
に
謹
で
謝
意
を
表
す
る
。

　
　
　
　
巖
、
　
古
代
に
於
け
る
観
象
授
章
　
　
　
　
　
。

　
一
年
四
季
の
攣
化
は
古
代
人
民
の
日
常
生
活
に
は
頗
る

重
大
な
る
關
係
を
有
し
て
居
つ
党
も
の
で
、
從
っ
て
適
當



な
る
方
法
に
て
天
象
を
観
測
し
、
成
る
べ
く
精
確
に
季
節

の
黒
化
を
豫
豪
し
て
、
適
當
な
る
作
業
の
時
を
民
に
授
く

る
ご
云
ふ
こ
ご
は
、
何
れ
の
國
の
古
代
に
於
て
も
、
政
治

の
主
も
な
る
部
分
を
な
し
て
居
つ
だ
機
で
あ
る
。
今
日
の

、
我
々
は
、
一
年
の
長
さ
は
三
六
五
⑭
二
四
ニ
ニ
聖
な
る
こ

ご
を
知
り
、
そ
れ
に
適
癒
せ
る
如
く
定
め
π
る
グ
レ
ゴ
ヲ

　
オ
太
陽
暦
を
用
ひ
て
居
る
が
故
に
、
四
季
の
墾
化
は
年
々

同
一
の
暦
H
に
繰
返
へ
し
、
一
日
以
上
の
差
を
生
す
る
こ

　
　
　
　
ガ

　
こ
な
く
、
自
か
ら
に
し
て
季
節
を
知
る
こ
ご
が
出
來
る
の

．
で
あ
る
が
、
古
代
に
於
て
一
年
の
長
さ
が
精
確
に
知
れ
て

居
な
い
時
代
に
は
、
季
節
を
正
し
く
知
る
ご
云
ふ
こ
ご
は

可
な
り
困
難
な
仕
事
で
あ
っ
た
こ
ご
》
患
は
れ
る
。
殊
に

、
時
の
長
さ
の
中
震
囁
分
こ
し
て
、
月
の
芸
界
に
よ
る
一
ク

月
を
用
ひ
、
所
謂
太
陰
暦
を
誤
用
し
て
居
る
が
沈
め
に
、

暦
日
ご
季
節
ご
を
調
和
す
る
陀
め
に
時
々
閏
月
を
挿
入
し

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
が
、
十
九
年
の
日
数
が
平
心

九
四
〇
日
に
當
り
丁
度
二
一
二
五
月
に
等
し
く
、
從
っ
て
十

　
　
　
第
三
巻
　
　
研
　
究
　
　
ご
十
八
宿
の
…
欝
來
を
論
ず

九
年
間
に
七
閏
を
置
け
ば
季
飾
が
正
し
く
同
じ
暦
日
に
回

す
る
ご
云
ふ
こ
ご
は
、
比
較
的
後
世
に
至
っ
て
始
め
て
知

れ
陀
こ
ご
で
、
支
那
で
は
吏
記
の
暦
書
に
始
め
て
書
い
て

あ
る
。
思
ふ
に
紀
元
前
百
年
頃
に
至
り
て
漸
く
知
れ
把
も

の
で
あ
ら
う
Q
其
以
前
は
何
等
か
の
方
法
に
て
年
々
天
象

を
視
て
、
季
節
に
合
は
す
標
に
適
宜
閏
月
を
挿
入
し
た
も

の
で
抽
こ
の
閏
月
挿
入
法
に
は
頗
る
苦
心
し
π
も
の
ら
し

い
。
春
秋
時
代
に
も
季
節
の
差
が
一
グ
月
乃
至
ニ
ケ
月
に

及
ん
だ
男
食
が
勘
く
な
い
。

　
扁
騰
四
季
の
愛
化
の
起
る
の
は
、
正
午
に
於
け
喝
太
陽

の
高
さ
が
攣
す
る
π
め
で
あ
る
が
、
我
々
か
ら
見
π
る
太

陽
の
方
向
は
、
天
の
恒
星
に
謁
し
て
南
北
に
移
動
す
る
ご

同
時
に
、
西
か
ら
東
へ
移
動
す
る
め
で
、
春
分
の
時
に
赤

鼠
の
上
に
あ
り
、
そ
れ
か
ら
東
へ
一
日
に
約
一
度
宛
の
割

に
て
移
る
ご
共
に
次
第
に
北
へ
移
り
、
夏
至
の
時
に
、
春

分
黙
の
東
へ
九
十
度
、
北
へ
二
十
三
度
牟
に
至
り
、
そ
れ

よ
り
回
蹄
し
て
、
秋
分
の
時
に
、
春
分
黙
よ
り
東
百
八
十

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
一
九
（
一
九
）



詳

　
　
　
第
三
巻
　
　
研
　
究
　
　
ご
十
八
宿
の
傳
來
を
論
ず

度
の
所
に
て
赤
遣
を
横
ぎ
り
」
多
至
に
は
、
春
分
黙
よ
り

東
二
百
七
十
度
に
て
南
へ
二
十
三
度
雫
ま
で
下
り
、
更
に

上
り
て
春
分
黙
に
至
り
、
一
年
間
に
て
丁
度
天
を
一
周
す

る
の
で
あ
る
。
恒
星
に
野
し
て
太
陽
の
方
向
の
移
動
を
知

れ
ば
、
直
ち
に
其
時
の
草
笛
を
知
る
こ
ご
が
串
蹴
る
の
で

あ
る
が
、
太
陽
の
位
竃
の
移
動
の
中
、
南
北
に
於
け
る
移

動
は
、
季
締
の
黄
化
を
起
さ
し
む
る
翼
原
因
で
は
あ
る
が

其
移
動
の
野
里
は
南
北
二
十
三
度
宇
宛
の
間
で
、
比
較
的

小
さ
い
○
西
か
ら
束
へ
の
移
動
は
、
直
接
に
季
節
墾
化
の

原
因
で
は
な
い
が
、
南
北
の
移
動
に
件
な
ふ
も
の
で
、
其

範
園
は
一
年
問
で
三
百
六
十
度
で
あ
る
か
ら
比
較
的
大
き

い
○
　
太
陽
の
附
近
は
太
陽
の
光
に
薩
は
れ
て
、
恒
星
を
見
る

こ
ご
が
出
來
な
い
の
で
、
恒
星
聞
に
於
け
る
太
陽
の
位
蔵

を
直
接
に
観
測
す
る
こ
ご
は
頗
る
園
難
で
あ
る
が
、
聞
接

に
其
位
置
を
知
ら
ん
が
π
め
に
古
代
か
ら
種
々
の
方
法
を

用
ひ
て
居
る
Q
其
主
も
な
る
も
の
を
塞
ぐ
れ
ば
凡
そ
次
の

第
　
一
號
’
　
　
二
〇
　
（
二
〇
）

如
く
で
あ
る
〇

一
日
没
の
す
ぐ
後
、
又
は
日
出
の
す
ぐ
前
に
於
け
る
著
し

き
星
の
位
概
を
槻
る
こ
ご
Q

例
へ
ば
支
那
の
古
代
に
於
て
は
、
塁
舜
以
前
か
ら
、
初
回

に
火
の
南
中
す
る
節
を
以
て
夏
こ
し
、
墾
の
東
方
に
見
ゆ

る
節
を
以
て
冬
ご
し
て
居
っ
だ
こ
ご
は
、
左
傳
に
見
ゆ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
ご

ニ
バ説
話
に
依
て
開
か
で
あ
り
、
嘉
典
に
見
ゆ
る
鳥
、
火
、
虚

、
昴
の
四
中
星
は
、
初
昏
に
是
等
の
星
の
南
中
す
る
飾
を

以
て
春
夏
秋
冬
を
定
む
る
の
用
に
供
し
泥
も
の
で
あ
る
。

こ
ロ
コ埃
及
の
古
代
に
て
は
旦
に
シ
ソ
ァ
ス
（
瓦
焼
星
）
の
東
方
に

見
ね
燐
む
る
節
を
以
て
．
ナ
イ
ル
河
の
洪
水
の
來
る
べ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ゆ
　

隠
飾
（
夏
至
の
頃
）
ざ
し
て
年
の
始
め
ビ
な
し
、
バ
ゼ
ロ
ン

に
て
は
旦
に
カ
ペ
ラ
の
見
ゆ
る
師
を
以
て
年
の
始
め
ご
し

て
居
っ
た
標
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
炉

二
U
没
の
す
ぐ
後
に
北
斗
柄
の
方
向
を
観
る
こ
ご
。

くこ
れ
は
支
那
の
古
代
に
於
て
用
ひ
ら
れ
π
方
法
で
あ
る
。

紀
元
前
三
千
年
越
ら
二
千
年
頃
に
は
、
北
斗
は
頗
る
北
極



に
近
く
、
從
っ
て
決
し
て
地
下
に
没
す

る
こ
ご
な
く
常
に
北
方
の
塞
に
懸
っ
て

（
第
　
一
　
圖
）

北
斗
七
星
、
斯
心
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玉
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、
以
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第
三
巻
　
　
研
　
究
　
　
ご
十
八
宿
の
傳
來
を
論
ず

第
一
號

ご
一
　
（
ゴ
一
）



第
三
巻
　
　
研
　
究
　
　
二
十
八
宿
り
傳
憂
を
論
ず

三
月
を
媒
介
寄
こ
し
て
太
陽
の
位
譲
を
推
定
す
る
こ
ご
。

月
ご
太
陽
ご
が
、
其
東
西
の
経
度
相
合
し
陀
る
時
を
朔
ご

云
ふ
○
朔
の
時
の
月
は
無
論
見
ぬ
な
い
が
、
三
日
月
に
見

ぬ
始
め
て
か
ら
後
の
月
が
恒
星
に
遷
し
て
其
位
澄
を
獲
す

る
空
態
を
観
測
し
、
そ
れ
か
ら
潮
っ
て
朔
の
時
に
於
け
る

月
の
垂
耳
を
推
定
す
る
こ
ご
が
出
家
れ
ば
、
即
ち
太
陽
の

東
西
の
位
置
を
知
る
こ
ご
が
出
隠
る
箒
で
、
つ
ま
り
月
を

媒
介
物
に
し
て
間
接
に
太
陽
の
位
澱
を
知
る
こ
ご
が
出
豪

る
の
で
あ
る
鹸
こ
れ
が
だ
め
に
は
、
恒
星
の
天
に
野
し
て

月
が
如
何
榛
に
移
り
行
く
か
を
詳
し
く
吟
零
す
る
必
要
が

あ
る
。
月
は
恒
星
に
婁
し
て
は
次
第
に
西
か
ら
東
へ
運
動

し
、
二
七
翻
三
日
で
天
を
一
周
し
」
再
び
も
ざ
の
恒
星
の
斯

へ
も
こ
る
の
で
、
こ
の
期
聞
を
恒
星
月
ご
稽
へ
る
。
黄
道

方
面
の
天
に
、
著
し
き
星
を
目
印
こ
し
て
、
西
か
ら
東
へ

二
十
七
叉
は
二
十
八
の
標
準
融
を
設
け
党
の
は
、
全
く
恒

星
に
封
ず
る
月
の
蓮
動
を
吟
味
す
る
．
π
め
で
、
渕
っ
て
朔

に
於
け
る
日
月
の
位
置
を
知
ら
ん
が
セ
め
に
外
な
ら
ぬ
の

　
　
　
　
　
　
　
第
【
、
號
　

二
二
（
と
二
）

で
あ
る
Q
太
陽
に
慰
し
て
朔
の
位
賀
か
ら
、
艶
紅
の
一
循

環
を
経
て
再
び
も
こ
の
朔
に
復
す
る
ま
で
の
期
間
を
太
陽

月
ご
総
へ
れ
ば
、
太
陽
月
は
そ
の
間
に
太
陽
が
約
三
十
度

ほ
こ
東
へ
移
っ
て
居
る
が
π
め
に
、
そ
れ
だ
け
恒
星
月
よ

り
長
く
、
二
九
⑱
五
三
日
で
あ
る
。
こ
の
太
陽
月
即
ち
盈
蝕

の
一
循
環
は
理
事
に
用
ひ
ら
れ
て
居
る
一
ヶ
月
で
、
古
代

に
於
て
は
誠
に
自
然
的
な
時
の
二
分
で
あ
る
が
、
恒
星
月

に
鷹
す
る
二
十
八
宿
薩
野
法
は
そ
れ
ご
鳳
全
く
別
物
で
あ

隆。四
地
面
に
垂
直
な
る
棒
を
立
て
（
土
圭
）
、
正
午
の
時
の
影

の
長
さ
を
測
る
こ
ご
。

影
の
長
さ
の
最
も
長
き
時
は
即
ち
太
陽
の
最
も
低
き
時
で

冬
至
に
當
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
方
法
に
て
冬
至
を
定
む

る
こ
ご
は
支
那
の
古
代
で
は
あ
ま
り
精
確
で
は
な
く
、
二

三
日
の
前
後
は
免
れ
な
か
っ
た
襟
で
あ
る
Q

五
直
接
太
陽
の
位
概
を
指
示
す
る
把
め
に
は
、
黄
難
方
面

を
十
二
に
」
等
分
す
る
。
例
へ
ば
バ
ゼ
ロ
ン
、
埃
及
、
ギ
ジ



シ
や
等
に
て
は
十
二
宮
に
分
ち
、
支
那
で
は
十
二
次
に
分

っ
て
居
る
。
但
し
か
、
る
匪
分
は
太
陽
の
位
鐙
を
指
示
す

御
だ
め
の
も
の
で
、
直
接
に
槻
忘
す
る
方
法
で
は
な
い
。

な
ほ
注
意
す
べ
き
こ
ご
は
、
十
二
宮
も
十
二
次
も
等
舜
法

で
あ
る
こ
ご
で
あ
る
。
等
分
法
は
不
等
遜
分
法
よ
り
後
に

登
達
し
把
も
の
こ
見
る
こ
ど
は
自
然
で
あ
ざ
が
、
逆
に
等

分
u
法
か
ら
蝋
画
寸
止
一
分
法
が
生
れ
π
ご
は
考
へ
に
く
い
。

　
以
上
列
記
し
π
る
観
象
法
及
指
示
法
が
、
古
代
に
於
て

登
達
し
把
る
順
序
は
、
國
に
よ
り
て
必
ず
し
も
同
一
で
は

な
い
で
あ
ら
う
が
、
支
那
に
於
て
は
（
一
X
二
）
は
発
典
舜

煎
ハ
に
見
ゆ
る
が
故
に
、
少
く
こ
も
紀
元
轟
剛
二
千
三
百
年
以

上
の
古
代
か
ら
用
ひ
ら
れ
て
居
っ
た
も
の
で
，
な
ほ
紀
元

前
千
百
年
般
末
周
初
頃
の
天
交
事
頂
を
記
載
せ
る
夏
小
正

に
も
見
ゆ
る
を
以
て
見
れ
ば
、
周
初
頃
ま
で
は
實
際
に
用

ひ
ら
れ
て
二
つ
π
方
法
で
あ
る
。
然
る
に
二
）
は
不
精
確

で
、
漸
次
進
み
挙
り
た
る
時
代
に
録
す
る
に
は
不
充
分
で

あ
り
、
（
二
）
は
歳
差
の
現
象
の
把
め
に
、
北
斗
が
次
第
に

　
　
　
第
三
巻
　
　
研
　
究
　
　
二
十
八
宿
の
解
來
を
論
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
P

北
極
よ
り
離
れ
、
周
初
頃
に
は
其
槻
測
が
既
に
可
な
り
不
．

便
に
な
っ
て
來
π
の
で
、
是
等
に
代
る
も
の
こ
し
て
（
三
）

の
方
法
が
用
ひ
ら
れ
淀
も
の
で
あ
ら
う
。
次
節
に
述
ぶ
る

が
如
く
二
十
八
宿
の
存
在
は
、
ほ
や
周
近
頃
ま
で
は
記
録

の
上
に
て
追
跡
が
出
憤
る
様
で
あ
る
。
尤
も
（
一
）
．
（
二
）
ご

（
三
）
ご
は
或
時
期
の
間
は
併
用
さ
れ
泥
も
の
ご
見
る
の
が

至
當
で
あ
ら
う
。
（
四
）
（
五
）
は
思
ふ
に
春
秋
の
中
頃
以
後

に
相
件
ふ
て
用
ひ
ら
れ
π
も
の
で
あ
ら
う
Q

　
　
　

　
　
一
左
室
昭
公
元
年
特
産
の
親
蕎

　
　
X

　
　
二
二
丈
第
四
年
第
五
號
拙
稿
支
那
上
代
の
暦
法

　
　
X

　
　
一
陣
ギ
ン
ソ
ェ
ル
騒
順
比
偽
鶴
手
鱗
即
一
拠
竹

　
　
×

　
　
四
坐
仁
王
立
天
文
學
會
月
華
八
七
九
年
セ
イ
ス
ー
バ
ビ
・
ン
吸

　
　
（

　
　
　
天
趣
に
就
て

　
　
ラ

　
　
天
藝
　
丈
　
前
　
掲

　
　
（

　
　
　
羅
、
　
支
那
に
於
け
る
鼠
や
八
宿

　
二
十
八
宿
は
黄
赤
滋
方
面
の
昇
天
を
二
十
八
の
不
等
な

る
部
分
に
匠
回
し
π
も
の
で
あ
る
が
、
同
じ
方
面
を
又
四

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　

二
三
（
二
三
）
　
’



　
　
　
第
三
巻
　
　
研
　
究
　
　
二
十
八
宿
の
傳
來
を
論
ず

陸
、
十
二
辰
、
十
二
次
等
に
分
っ
て
居
る
。
是
等
四
種
の

匿
分
法
の
相
互
の
關
係
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

（圖　二　第）

　
二
十
八
宿
の
各
署
の
初
黙
は
、
多
く
は
著
し
き
星
を
標

準
鮎
こ
し
陀
も
の
で
、
從
っ
て
ニ
ナ
八
宿
の
位
置
は
正
し

く
黄
遣
の
上
に
は
な
く
、
其
南
北
に
出
入
し
越
階
贋
狭
も

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
二
四
（
二
四
）

頗
る
不
齊
で
あ
る
。
初
黙
聞
の
距
離
を
赤
塁
上
に
て
計
れ

る
も
の
を
二
十
入
宿
の
里
預
ご
稻
へ
、
潅
南
子
及
漢
書
以

下
代
々
の
暦
志
に
記
載
し
て
あ
る
が
、
年
代
に
よ
り
て
相

距
の
値
に
少
し
宛
の
差
の
あ
る
の
は
、
歳
差
の
現
象
の
π

め
に
自
然
に
生
じ
泥
も
の
で
、
二
十
八
宿
の
位
概
は
潅
南

　
　
　
　
ゐ
ご

子
以
後
は
今
日
に
至
る
ま
で
、
大
髄
に
於
て
異
動
な
く
漠

ま
》
を
傳
へ
て
居
る
檬
で
あ
る
。

　
十
二
次
は
一
年
の
季
節
に
慮
す
る
太
陽
の
所
在
を
示
さ

ん
が
把
め
に
、
黄
道
の
一
天
を
十
二
に
等
分
し
セ
も
の
で

バ
ビ
ロ
ン
、
ギ
リ
シ
ャ
方
面
の
黄
身
十
二
宮
ご
同
様
の
も

の
で
あ
る
Q
歳
差
の
理
に
よ
り
て
、
長
年
月
の
聞
に
は
二

十
八
宿
に
劃
し
て
漸
次
に
前
進
す
べ
き
筈
で
あ
る
が
、
周

漢
時
代
に
は
ま
だ
歳
差
の
理
を
知
ら
な
か
つ
π
の
，
で
、
十

二
次
ご
二
十
八
宿
ご
は
一
定
不
愛
の
關
係
を
有
し
、
共
に

天
に
附
上
し
て
動
か
ざ
る
も
の
こ
考
へ
て
居
つ
π
の
で
あ

る
〇
　
四
陸
及
十
二
辰
は
地
上
に
於
け
る
が
如
き
方
位
を
天
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脇



附
し
π
も
の
で
、
冬
至
に
太
陽
の
在
る
掌
骨
を
北
若
く
は

子
こ
し
Y
十
二
辰
の
順
序
は
豊
夜
の
運
動
の
如
く
東
か
ら

西
に
向
ひ
，
日
月
五
星
の
蓮
動
、
從
っ
て
十
二
宮
の
順
序

ご
は
正
反
樹
に
廻
る
の
は
特
に
注
意
す
べ
き
こ
ご
で
あ
っ

て
、
こ
の
十
二
辰
の
勉
縛
は
、
斗
柄
の
方
向
に
よ
り
て
黍

節
を
定
め
だ
時
代
か
ら
の
遺
物
で
あ
ら
う
ご
思
は
れ
る
〇

二
十
八
宿
の
名
聡
、
位
置
、
廣
狡
、
宿
の
数
、
起
首
黙
、

四
陸
十
こ
辰
十
二
次
匠
分
法
ビ
の
關
係
等
の
各
條
項
に
就

き
｝
々
に
吟
味
す
る
こ
ε
は
、
藝
文
第
四
窓
第
九
號
に
掲

げ
π
奮
稿
二
十
八
宿
論
に
譲
り
、
こ
、
に
は
特
に
注
意
す

べ
き
黙
だ
け
を
述
べ
や
う
。
先
づ
二
十
八
宿
の
名
総
が
古
囁

い
書
物
に
見
ぬ
始
め
π
順
序
を
表
記
し
て
見
れ
ば
次
の
如

く
で
あ
る
。

　
次
の
蓑
申
左
端
の
列
に
記
せ
る
は
零
れ
み
＼
右
端
の
列

の
書
物
の
中
か
ら
引
用
し
π
記
事
の
想
定
年
代
で
あ
る
○

尭
典
及
夏
小
正
に
記
せ
る
天
文
事
項
の
年
代
に
就
て
は
前

掲
藝
文
の
拙
稿
中
に
詳
論
し
て
あ
る
。
洪
範
が
周
延
の
も

第
三
霧
　
　
研
　
究
　
　
二
十
八
宿
の
傳
來
を
論
ず

の
で
あ
る
こ
ご
は
疑
も
な
い
。
詩
は
一
々
の
年
代
を
吟
昧

す
る
こ
ご
の
煩
を
避
け
て
大
騰
の
年
代
を
記
し
、
左
傳
、

國
語
、
及
爾
雅
は
戦
野
時
代
の
書
こ
し
て
大
膿
の
年
代
を

記
し
π
Q
左
傳
は
漢
代
の
愚
作
で
あ
る
ご
云
ふ
説
も
あ
る

が
、
其
申
に
記
載
せ
る
歳
星
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
職
國
時

代
の
作
で
あ
る
こ
ご
は
疑
も
な
い
檬
で
あ
る
。
な
ほ
こ
の

こ
ご
は
他
日
機
を
得
て
詳
論
し
た
い
ご
思
ふ
十
二
次
は
門

訴
に
記
載
の
も
の
を
参
照
の
元
め
附
記
し
π
の
で
あ
る
。

月
露
は
商
初
の
も
の
、
潅
南
子
及
史
記
は
前
漢
の
も
の
で

年
代
に
総
て
は
疑
が
な
い
。

　
こ
の
表
を
一
見
す
れ
ば
、
こ
十
八
宿
の
存
在
は
身
魂
、

國
語
、
及
爾
雅
の
時
代
ま
で
は
疑
も
な
い
榛
で
あ
る
が
、

な
ほ
渤
り
て
周
初
の
頃
を
考
ふ
る
に
、
塁
典
、
洪
範
、
及

夏
小
正
に
見
ね
π
る
も
の
を
合
す
れ
ば
、
二
十
八
宿
の
中

八
つ
程
は
記
載
さ
れ
て
居
る
が
故
に
、
新
時
代
に
既
に
二

十
八
宿
が
設
定
さ
れ
て
居
つ
把
ご
推
定
す
る
の
は
敢
て
不

當
で
な
か
ら
う
ビ
思
は
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
簗
一
號
　
　
　
二
五
　
（
二
五
）
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表
の
下
段
に
記
せ
る
三
遷
の
頂
は
、
二
十
八
宿
の
設
定

・
以
後
、
漢
代
以
前
に
墾
遷
の
形
跡
あ
る
も
の
を
指
摘
し
沈

の
で
あ
る
。
近
代
の
牛
女
虚
の
三
宿
は
黄
溢
に
沼
ひ
、
鯨

b
著
し
か
ら
青
星
象
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
設
定
當
初
に
は

現
在
豊
年
、
織
女
、
瓠
瓜
ご
稽
へ
て
居
る
星
が
興
れ
ぐ

平
冠
虚
の
宿
で
あ
っ
た
も
の
が
、
或
る
時
期
に
改
良
整
理

の
際
に
黄
道
方
面
の
も
の
に
難
じ
セ
も
の
こ
思
は
れ
る
。

牛
黄
に
就
て
は
、
更
聖
天
官
需
に
は
「
牽
牛
爲
犠
牲
、
其

北
河
鼓
、
河
鼓
大
星
上
將
、
左
右
左
右
將
。
若
女
、
其
北

織
女
、
織
女
天
女
孫
捜
し
　
ご
あ
り
、
甜
明
か
に
「
牽
出
1
ご
河
鼓
、

婆
女
ご
織
女
ご
を
医
別
し
て
居
る
が
、
爾
雅
に
は
「
何

黒
黒
之
牽
牛
、
郭
註
、
今
荊
黒
人
呼
牽
牛
星
偶
櫓
鼓
、
権

者
荷
也
」
ご
あ
り
、
何
鼓
ε
牽
牛
ご
は
吾
便
に
て
気
嚢
せ

る
も
の
ご
の
説
あ
り
、
思
ふ
に
同
一
物
に
還
す
る
同
音
異

字
の
名
稗
を
、
整
理
の
際
に
分
離
し
て
二
つ
の
星
の
名
こ

な
せ
る
も
の
で
あ
ら
う
。
織
女
ざ
婆
女
ご
は
、
名
聡
も
星

も
別
物
で
あ
る
が
、
織
女
に
關
製
し
て
婆
女
又
は
須
女
な

　
　
「
第
三
巻
　
　
．
研
　
究
　
　
二
十
八
宿
の
鱒
來
を
論
ず

る
名
禰
を
附
し
記
る
も
の
で
あ
る
こ
ご
は
疑
ふ
べ
く
も
な

い
。
虚
は
爾
雅
に
題
碩
之
虚
、
虚
也
ご
見
ね
、
療
嘘
の
形

象
を
有
す
る
こ
ご
を
意
味
す
る
に
も
係
は
ら
す
、
現
今
の

虚
宿
は
黄
道
上
に
あ
り
て
著
し
き
星
象
に
も
あ
ら
す
、
忍

石
形
も
何
等
似
つ
か
は
し
き
こ
ご
が
な
い
が
、
其
北
の
方

響
の
河
の
近
く
に
現
在
瓠
瓜
ご
善
し
て
居
る
も
の
は
、
精

々
入
の
注
目
を
値
す
る
星
象
で
（
紀
元
前
二
千
三
百
年
発

時
代
の
人
の
注
目
を
竜
値
し
陀
で
あ
ら
う
）
療
嘘
の
形
ど

云
へ
ば
何
人
も
首
肯
し
得
る
如
き
形
を
な
し
て
居
る
。
思

ふ
に
當
初
二
＋
八
宿
設
定
の
際
に
は
成
る
べ
く
著
し
き
星

象
を
撰
み
て
標
準
黙
ご
な
し
π
る
が
故
に
、
自
然
黄
道
の

南
北
に
出
入
し
頗
る
不
規
則
で
あ
っ
紀
が
、
天
文
急
調
の

進
歩
ご
、
歳
差
に
焚
く
蔓
紫
こ
の
π
め
に
、
成
る
べ
く
黄
・

難
に
近
き
星
型
を
探
用
す
る
の
必
要
を
嵩
じ
、
牛
女
虚
の

如
き
は
殊
に
黄
道
を
離
る
、
こ
ご
大
な
る
が
故
に
、
春
秋

末
期
乃
至
職
國
時
代
頃
に
一
度
整
理
を
試
み
π
も
の
で
あ

ら
う
。
な
ほ
黄
道
よ
り
の
距
離
頗
る
大
な
る
に
も
係
は
ら

第
一
號

二
七
　
（
二
七
）



　
　
　
第
三
「
巻
　
　
．
研
　
究
　
　
二
十
入
宿
の
傳
來
を
論
ず

す
、
最
初
設
定
の
際
に
、
牽
牛
織
女
瓠
瓜
等
を
二
十
八
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ニ
リ

中
に
採
用
せ
る
理
由
は
、
牽
牛
織
女
は
古
く
か
ら
牽
牛
織

女
の
物
語
に
編
成
さ
れ
、
著
し
く
人
の
注
意
を
牽
い
て
居

つ
陀
π
め
で
、
叉
瓠
瓜
は
虚
ご
し
て
嘉
典
に
記
載
ざ
れ
π

が
膨
め
に
早
く
か
ら
驚
く
知
ら
れ
て
居
つ
沈
π
め
で
あ
ら

》
つ
O

　
井
鬼
の
代
り
に
狼
弧
を
用
ひ
て
居
っ
π
疑
が
あ
る
。
狼

は
黄
撹
の
南
に
可
な
り
離
れ
て
居
る
が
、
光
輝
最
も
露
な

る
星
で
あ
る
故
、
或
は
當
初
の
二
十
入
宿
中
に
採
用
さ
れ

て
あ
っ
π
か
も
知
れ
ぬ
。
史
記
律
書
に
記
載
さ
れ
て
居
る

が
、
こ
の
書
は
古
き
言
ひ
傳
へ
を
廉
い
泥
も
の
で
あ
ら
う

ε
思
ふ
○

　
表
の
最
下
段
に
は
宿
の
名
構
の
字
義
明
瞭
な
る
も
の
、

及
び
形
象
の
著
し
く
し
て
紛
ら
は
し
か
ら
ざ
る
も
の
を
指

摘
し
泥
。
角
充
底
房
心
尾
は
暴
騰
を
合
せ
て
龍
の
形
に
見

・
立
て
た
も
の
で
、
こ
の
形
象
は
頗
る
坐
し
く
毫
も
疑
を
容

る
、
の
甘
地
が
な
い
。
箕
及
び
斗
も
形
象
に
疑
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
第
』
「
號
　
　
　
二
八
　
（
二
入
）

室
及
壁
は
正
方
形
の
星
象
で
、
其
東
方
の
一
軸
を
東
遊
ざ

．
総
へ
沈
も
の
で
あ
る
。
昴
は
四
月
農
に
東
方
に
見
ね
始
む

る
も
の
な
る
故
に
、
墾
は
三
つ
星
な
る
故
に
、
名
づ
け
π

る
名
稽
で
あ
る
。
畢
及
び
星
（
鳥
）
は
赤
色
の
星
．
．
醤
及
鬼

は
星
の
弱
震
で
、
命
名
の
意
昧
は
分
ら
な
い
が
、
一
度
命
名

せ
ら
れ
π
る
後
は
紛
れ
る
恐
は
な
か
ら
う
ご
思
は
れ
る
。

角
充
氏
房
心
尾
箕
寝
室
壁
昴
墾
に
獲
更
以
前
の
牽
牛
織
女

虚
を
加
へ
て
、
．
二
十
八
宿
中
の
十
五
ま
で
も
其
命
名
の
意

義
が
明
瞭
に
了
解
し
得
ら
る
、
ご
云
ふ
の
は
大
に
注
意
す

べ
き
こ
ご
で
、
二
十
入
宿
は
支
那
固
有
め
も
の
で
あ
る
ご

云
ふ
説
に
一
層
の
確
信
を
與
ふ
る
も
の
で
あ
る
〇

　
二
十
八
宿
の
起
首
が
角
を
以
て
始
ま
れ
る
理
由
は
、
角

は
丁
度
北
斗
柄
の
方
向
に
當
っ
て
居
る
が
π
め
で
、
斗
柄

の
方
向
に
よ
り
て
一
年
の
季
節
を
定
め
π
る
方
法
の
名
痩

り
で
あ
る
。
史
記
天
臨
書
に

　
　
大
角
者
、
天
王
帝
廷
、
叢
雨
労
各
有
三
星
、
鼎
足
勾

　
　
之
日
撮
提
、
構
読
者
、
直
心
杓
所
指
、
以
建
時
節
、



．t

　
　
故
頑
癬
五
趣
。

ご
あ
る
は
北
斗
柄
よ
り
角
に
移
り
π
る
脛
当
に
質
す
る
古

き
言
ひ
傳
へ
を
領
し
た
も
の
で
、
大
角
は
斗
柄
ご
角
こ
の

申
闇
に
あ
わ
、
黄
道
を
去
る
こ
＆
選
き
が
故
に
、
支
那
で

は
二
十
八
宿
以
外
で
あ
る
が
、
印
度
で
は
二
十
八
毒
中
の

一
に
な
っ
て
居
る
の
は
甚
だ
面
白
い
こ
ご
で
あ
る
Q

　
　
　

　
　
一
〇
幕
奉
謡
賃
2
日
。
・
9
。
。
汐
。
。
・
ぼ
i
O
旦
匙
。
σ
q
器
幽
”
黛
。
二
二
串
x
の
ω

　
　
（

　
　
　
2
）
。
。
費
く
霧
窪
Ω
卦
】
o
。
・
o
環
ω
ご
Φ
ヨ
℃
①
屋
霞
図
．
一
窪
函
9
西
鴇
ぢ
H
幽
・

　
　
　
ω
〇
三
品
鮎
一
O
一
掴
。
σ
q
罫
至
正
o
o
旋
網
。
一
ω
o
”
H
G
。
O
跡

　
　
　

　
　
二
「
入
朝
」
第
ご
懸
第
八
號
拙
稿
牽
牛
織
女

　
　
（

　
　
　
　
圏
、
　
朔

　
第
二
号
観
劇
授
時
法
の
第
三
項
に
述
べ
セ
こ
ご
に
關
聯

し
て
、
な
ほ
少
し
く
朔
ご
云
ふ
言
葉
の
意
義
を
考
へ
て
見

や
う
。
朔
ご
は
月
の
始
め
で
あ
る
こ
ご
は
疑
も
な
い
が
、

月
の
如
何
な
る
静
態
の
日
を
月
の
初
め
こ
し
、
、
朔
ご
霧
へ

て
居
っ
た
か
北
問
題
で
あ
る
◎
今
便
宜
上
次
の
如
く
に
意

昧
を
定
め
る
。
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
甲
太
陽
ご
月
ご
東
西
の
輕
度
相
合
す
る
日
を
朔
ご
云
ふ

　
（

、
第
三
巻
　
　
研
　
究
　
　
二
十
八
宿
の
傅
來
を
論
ず

　
　
こ
れ
は
近
代
に
於
け
る
朔
の
意
昧
で
あ
る
。

　
乙
三
臼
月
の
見
ね
始
め
把
る
日
を
新
月
の
日
量
は
新
月

、
　
　
　
（

　
　
ご
総
へ
る
○
こ
れ
は
周
書
に
て
は
脳
叉
は
儒
生
明
ご

聡
へ
て
居
る
。

　
今
多
く
の
古
代
の
謝
々
に
就
て
見
る
に
、
支
那
及
印
度

を
除
く
外
、
バ
ゼ
質
ン
、
ユ
デ
ヤ
、
ギ
ヲ
シ
や
等
の
國
々

に
て
は
新
月
を
以
て
月
の
始
め
こ
し
て
居
る
○
支
那
で
は

朔
、
印
度
で
は
朔
叉
は
望
を
以
て
凹
め
始
め
こ
し
て
居
っ

π
標
で
あ
る
。
朔
の
月
は
見
ぬ
す
、
新
月
は
見
ね
る
の
で

あ
る
か
ら
、
薪
月
を
以
て
月
の
始
め
こ
す
る
の
は
自
然
蘭

で
あ
る
が
、
r
朔
を
以
て
月
の
始
あ
ご
す
る
の
は
、
斯
く
せ

し
め
π
理
由
の
説
明
を
要
す
る
。
本
居
宣
長
が
眞
天
馬
に

我
邦
の
古
暦
を
論
じ
て

　
つ
い
れ
ち
の
始
を
定
む
ろ
こ
電
、
同
次
に
は
か
》
は
ら
す
、
今
の
二
日

　
の
日
に
ま
れ
も
三
日
の
日
に
ま
れ
b
昏
に
月
の
晃
を
2
そ
む
る
日
を
始
ぐ
」

　
　
ゼ
リ
。
贋
に
朔
ミ
す
ろ
日
は
、
い
ま
だ
月
見
⑫
ざ
れ
ば
、
な
ほ
つ
も
ご

　
り
の
宋
な
吟
O
か
ら
國
、
に
て
は
、
合
朔
建
い
ひ
て
、
月
ミ
日
ミ
ま
さ
し

　
　
く
一
方
に
倉
て
、
い
さ
〉
か
も
月
の
光
の
見
ね
ざ
る
日
を
朔
き
は
博
疹

　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
號
　
　
　
二
匁
　
（
ご
九
）



　
　
　
第
三
総
　
　
研
　
究
　
　
二
十
入
宿
の
傳
來
を
論
ず

　
れ
．
ε
ハ
皇
國
の
古
は
然
ら
す
、
つ
い
六
ち
ミ
に
、
月
立
の
意
に
て
、
月

　
の
そ
ら
に
立
て
見
ゆ
る
を
い
ふ
な
り
、
立
ミ
に
空
に
見
ゆ
る
を
い
ふ
云

　
ぐ
ご
云
へ
る
は
面
自
い
。

　
支
那
の
古
代
に
於
て
（
甲
）
の
意
味
の
朔
を
以
て
月
の
始

こ
し
だ
の
は
何
時
頃
よ
り
な
る
か
○
朔
に
醸
し
て
は
、
説

文
に
月
一
日
始
蘇
也
満
白
虎
通
に
朔
之
言
蘇
也
、
明
消
更

生
、
万
言
朔
ご
あ
り
、
晦
に
観
し
て
は
、
説
丈
に
月
盤
也
、

嘉
名
に
晦
灰
也
、
火
死
面
双
、
月
光
盤
似
之
也
ご
あ
り
、

是
等
だ
け
か
ら
見
れ
ば
．
朔
は
新
月
を
意
味
す
る
か
の
如

く
に
も
見
ゆ
る
が
、
こ
れ
は
漢
時
代
の
考
へ
方
に
て
陰
の

極
の
時
は
既
に
輔
陽
萌
し
居
る
も
の
こ
考
ふ
る
が
π
め
に

て
、
必
ず
し
も
光
が
現
量
に
見
ぬ
始
め
だ
の
を
蘇
ご
云
ふ

て
居
る
の
で
は
な
い
。
確
實
な
る
面
素
は
春
秋
に
あ
る
日

蝕
の
記
事
で
あ
る
〇
三
十
六
日
睡
中
不
明
な
る
も
の
を
除

き
、
朔
に
於
て
蝕
せ
る
も
の
二
十
ム
ハ
晦
に
於
て
蝕
せ
る
も

の
三
な
る
を
以
て
見
れ
ば
、
當
時
の
暦
法
は
（
甲
）
の
意
昧

の
朔
を
月
の
始
こ
し
て
居
っ
た
こ
ご
は
明
か
で
あ
る
。
な

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　

三
〇
（
三
〇
）

ほ
護
り
て
は
詩
嚢
雅
に
十
月
之
交
、
朔
日
辛
卯
、
日
有
食

之
ご
あ
る
か
ら
紀
元
前
八
百
年
頃
に
も
亦
同
様
で
あ
っ
π

こ
ご
が
知
れ
る
。

　
へ
ご
　
辰
こ
い
・
ふ
字
は
古
代
に
於
て
既
に
種
々
の
鳶
頭
を
有
し

て
居
っ
陀
が
、
其
原
始
的
の
意
義
は
、
民
に
時
の
早
晩
を

知
ら
し
む
る
だ
め
に
観
測
す
る
主
も
な
る
天
馬
ご
云
ふ
こ

ご
で
あ
る
。
故
に
第
二
節
婦
一
項
第
二
項
に
よ
り
、
火
、

墾
、
北
斗
は
皆
大
立
ご
云
は
れ
て
居
る
が
、
左
傳
昭
公
七

年
の
條
に

　
　
封
日
、
日
月
之
會
、
是
謂
辰
、
故
以
配
達

ご
あ
る
に
依
て
見
れ
ば
、
日
月
之
會
即
ち
朔
に
於
け
る
月

の
見
越
を
以
て
面
こ
な
し
、
季
節
を
定
む
る
標
準
物
ご
し

だ
こ
ご
は
明
か
で
あ
る
。
朔
に
於
け
る
槻
測
を
標
準
こ
し

、
朔
を
重
ん
ず
る
の
風
は
こ
の
白
歯
に
依
て
生
じ
弛
も
の

で
あ
ら
う
。
論
語
に

　
　
子
貢
欲
去
告
朔
之
餓
羊
、
子
日
、
賜
也
、
汝
愛
戯

　
　
羊
、
我
愛
其
身



ざ
あ
る
に
依
て
見
れ
ば
＼
朔
を
重
ん
ず
る
の
風
は
理
由
來

可
な
り
古
い
様
に
見
ね
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ニ
ぜ

　
朔
こ
い
ふ
字
は
、
古
文
腸
、
月
に
凧
ひ
示
に
猷
ふ
、
古

意
の
字
で
、
月
に
噛
す
る
諸
勢
ご
、
逆
退
の
意
味
ご
を
有

し
て
居
る
。
マ
を
附
し
だ
る
湖
の
字
は
濾
叉
は
游
に
同
じ

く
、
現
に
逆
流
し
て
上
る
ご
云
ふ
意
味
に
用
ひ
ら
れ
て
居

る
◎
こ
れ
に
依
て
見
れ
ば
、
朔
の
原
始
的
意
味
は
新
月
よ

b
逆
に
潮
り
た
る
位
署
ご
云
ふ
意
味
で
、
二
十
入
宿
設
定

ε
關
嚇
し
て
、
從
前
の
新
月
月
始
を
逆
退
せ
し
め
把
こ
ご

を
示
し
て
居
る
ご
思
は
れ
る
。

　
以
上
の
如
き
見
解
に
よ
れ
ば
、
（
甲
）
の
意
味
に
用
ひ
π

る
朔
を
追
跡
す
れ
ば
、
從
っ
て
叉
二
十
八
宿
の
存
在
を
追

｛
跡
す
る
こ
ご
に
な
る
筈
で
、
朔
の
字
の
研
究
は
二
十
八
宿

の
起
原
に
關
し
甚
だ
重
き
意
味
を
有
す
る
こ
ご
に
な
る
の

で
あ
る
が
、
周
以
前
の
こ
ご
に
關
し
て
は
、
不
幸
に
し
て

予
は
未
だ
存
否
何
れ
こ
も
判
断
を
下
し
得
な
い
。

第
一
、
周
以
前
の
書
に
（
甲
）
の
意
昧
の
朔
の
字
の
見
ゆ
る

第
三
巻
　
　
研
　
究
　
　
二
十
八
宿
の
傳
來
を
論
ず

も
の
は

　
　
大
禺
護
　
　
正
月
朔
旦
、
受
命
子
淋
宗
◎

　
　
胤
征
　
・
　
■
乃
季
秋
月
朔
、
辰
単
寧
干
房
。

　
　
大
甲
　
　
　
惟
三
祀
、
黒
焦
二
月
朔
。

で
あ
る
が
、
是
等
は
黙
れ
も
儒
古
文
ご
構
せ
ら
る
、
も
の

で
、
確
實
な
る
議
論
の
材
料
ご
す
る
ご
ご
が
出
來
な
い
。

胤
征
の
中
農
喫
驚
翠
黛
の
句
は
左
傳
に
見
ね
て
居
る
が
故

に
、
秦
火
以
前
の
眞
夏
書
中
に
あ
っ
π
も
の
こ
思
は
る
る

が
、
今
當
面
の
問
題
な
る
乃
季
秋
月
朔
の
句
に
照
し
て
は

や
は
り
讃
糠
が
な
い
。
又
制
振
玉
璽
の
般
虚
書
契
中
に
も

朔
の
字
は
見
ね
な
い
○

　
反
響
、
調
書
康
識
召
古
書
に
は
、
謄
、
既
望
、
寒
生
魂

等
の
言
葉
に
て
時
日
を
記
し
て
居
る
を
以
て
見
れ
ば
、
周

電
装
に
は
ま
だ
新
月
月
始
な
り
し
に
探
す
や
ε
疑
は
る
る

の
で
あ
る
。

第
二
、
朔
の
字
に
は
叉
北
ご
云
ふ
意
昧
が
あ
り
、
古
き
も

の
に
は

疇

第
一
號

三
一
　
（
三
一
）



　
　
　
第
三
巷
　
研
究
　
ご
＋
八
宿
の
傳
來
を
論
ず

　
　
発
露
　
逸
士
方
、
日
幽
都
、
李
在
朔
易
。
舜
典
　
二

　
　
月
東
巡
守
中
三
十
有
一
月
、
七
巡
守
、
至
干
北
岳
。

　
　
洛
諾
我
卜
河
朔
黎
水
。
詩
出
車
城
彼
朔
方
。

・
等
が
あ
る
。
是
等
の
朔
は
北
方
を
意
味
す
る
こ
ご
は
疑
も

な
い
が
、
何
故
に
朔
は
北
を
意
味
す
る
か
、
朔
の
字
は
轄

用
に
て
後
に
至
り
て
改
め
π
る
も
の
か
、
若
し
然
ら
す
ご

す
れ
ば
、
月
の
朔
ご
北
ご
如
何
な
る
關
係
あ
る
か
。
尭
典

の
傳
に
北
稽
朔
、
疏
に
朔
北
方
也
、
會
人
日
、
朔
盤
也
、

北
方
萬
物
壷
、
故
言
質
也
ご
あ
る
が
、
頗
る
無
理
な
解
繹

で
首
肯
し
難
い
。
今
強
て
噌
説
を
提
出
す
れ
ば
、
無
界
時

代
よ
り
も
以
前
に
、
黄
河
が
北
よ
り
南
に
流
る
る
邊
に
て

†
流
地
方
の
も
の
が
上
流
地
方
を
指
し
て
朔
ご
稽
し
、
後

に
至
り
て
一
般
に
北
方
を
朔
ご
総
W
す
る
に
至
り
呵
る
に
非

る
乎
。
若
し
斯
く
解
羅
す
れ
ば
、
（
甲
）
の
意
昧
の
朔
も
、

從
っ
て
又
二
十
八
宿
の
存
在
も
昏
夢
以
前
ま
で
渕
る
こ
ご

に
な
る
で
あ
ら
う
。

　
文
字
の
字
義
仁
道
起
原
の
詮
索
か
ら
の
み
論
究
す
れ
ば

　
響
　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
號
　
　
　
三
二
　
（
三
ご
）

動
も
す
れ
ば
危
瞼
な
る
結
論
に
陥
る
こ
ご
が
勘
一
な
い
。

況
ん
や
重
字
の
學
に
闇
き
予
の
如
き
も
の
に
於
て
は
三
更

で
あ
る
。
こ
こ
に
は
た
だ
疑
問
の
一
端
を
提
出
し
て
敢
て

大
方
の
高
卓
を
待
つ
。

　
　
　
　
い

　
　
一
藝
丈
第
四
年
第
七
號
拙
稿
漏
電
蝕

　
　
×

　
　
二
朱
駿
聲
一
観
交
蓮
訓
導
聲

　
　
（

　
　
　
　
風
、
　
愈
愈
、
ア
ラ
罵
ヤ
、
及
莫
他
に
於
け
る

　
　
　
　
　
　
　
二
十
八
宿

　
印
度
古
代
の
天
文
事
項
殊
に
二
十
八
宿
に
翻
せ
る
こ
ε

を
記
せ
る
も
の
に
は
衣
の
如
き
も
の
が
あ
る
。

・
　
一
摩
登
伽
経
〇
　
二
猿
頭
諌
太
子
二
十
八
宿
纒

　
　
三
大
朝
経
　
月
藏
分
第
十
二
星
宿
揖
受
品
第
十
八

　
　
四
宿
車
維

古
歴
書
に
は

　
　
捌
く
異
聾
㊤
凱
陣
臣
茜
一
団
塁
。
プ
器
一
象
冨
β
蔓
登
（
暦
法
大

　
　
　
成
）
英
謬

叉
吠
咤
の
古
典
中
に
あ
る
天
頂
事
項
に
饗
し
て
は
一
八
六



○
年
の
伯
林
大
虚
論
文
集
中
に

　
　
　

　
　
ム
ハ
ぐ
く
O
ぴ
①
触
一
＜
0
息
①
O
財
Φ
鼠
2
。
O
げ
鵠
9
属
①
β
＜
O
旨
ロ
①
昌

　
　
2
9
誕
鎮
疑
u

な
る
研
究
が
あ
る
。
（
一
）
（
一
ご
は
㍗
通
読
同
一
の
維
文
で
あ

る
が
、
時
代
を
異
に
し
、
傳
來
を
異
に
せ
る
異
本
か
ら
別

々
に
支
那
に
翻
鐸
し
π
も
の
で
、
相
互
の
聞
に
可
な
り
の

出
入
が
あ
る
。
（
一
）
は
呉
に
（
二
）
は
西
晋
の
時
代
に
繹
さ

れ
て
居
る
。
原
本
は
紀
元
後
二
世
紀
頃
の
も
の
で
み
ら
う
。

（
三
）
は
南
北
朝
の
時
代
に
繹
さ
れ
て
居
る
。
原
本
の
時
代

は
不
明
。
曲
面
の
材
料
こ
し
て
は
二
十
八
宿
の
名
が
列
爆

さ
れ
て
居
る
の
み
。
其
の
順
序
に
就
て
は
問
題
が
あ
る
が

他
・
日
に
譲
る
こ
ご
こ
す
る
。
（
四
）
は
車
代
に
鐸
さ
れ
だ
も

の
、
原
本
は
七
八
世
紀
よ
り
以
前
の
も
の
で
あ
ら
う
が
、

西
洋
起
原
の
分
子
甚
だ
多
く
、
古
代
印
度
固
有
の
も
の
を

吟
昧
す
る
に
適
し
な
い
Q
（
五
）
は
紀
元
後
五
世
紀
頃
に
其

頃
ま
で
傳
つ
で
居
把
五
種
の
暦
法
を
集
め
て
大
成
し
π
も

の
で
あ
る
○
明
か
に
西
洋
起
原
の
も
の
が
大
部
分
で
あ
る

　
　
　
第
ミ
巻
　
　
概
　
鑑
　
　
二
十
入
宿
の
傳
來
を
論
ず

が
、
其
一
部
は
印
度
固
有
の
も
の
で
あ
る
。
把
だ
一
つ
注

意
す
べ
き
こ
ご
は
、
此
時
代
に
は
ナ
ク
シ
ャ
ト
ラ
（
宿
）
の

数
は
二
十
七
に
■
し
て
黄
溢
を
等
分
し
把
も
の
を
用
ひ
て
居

る
こ
ご
で
あ
る
。
（
六
）
は
精
細
な
る
研
究
の
大
論
文
で
あ

る
が
、
要
す
る
に
ビ
馬
差
の
二
十
入
宿
支
那
起
原
説
を
駁
働

し
た
も
の
で
、
主
ご
し
て
印
度
の
二
十
八
宿
が
昂
を
以
て

始
ま
れ
る
こ
ご
に
重
き
を
麗
き
、
其
理
由
は
昂
が
春
毎
回

な
り
し
時
代
に
設
定
さ
れ
π
黒
め
で
あ
る
こ
し
、
同
勢
に

支
那
の
二
十
八
宿
は
角
が
秋
分
黙
な
り
し
時
代
に
設
定
さ

れ
セ
る
も
の
な
う
ざ
し
、
推
鋒
に
よ
り
て
印
度
の
方
が
支

那
よ
り
千
田
螺
も
古
い
ご
論
断
し
π
も
の
で
あ
る
。

　
摩
登
伽
維
の
中
に
は
種
々
の
天
丈
事
項
が
記
載
し
て
あ

る
。
糟
…
細
に
研
究
す
れ
ば
登
明
す
る
所
が
嫁
く
な
い
で
あ

ら
う
ご
思
は
れ
る
。
こ
こ
に
は
先
づ
其
大
膿
に
於
て
注
意

す
べ
き
こ
ご
を
蓮
ぶ
る
に
止
む
る
が
、
多
く
の
事
項
の
中

に
は
明
か
に
西
洋
馬
簾
の
も
の
も
あ
る
〇
七
曜
の
順
序
を

日
、
月
、
榮
惑
、
辰
星
、
歳
星
、
太
自
、
鎭
星
こ
な
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
三
三
　
（
三
三
）

〆



　
　
　
策
三
巻
　
　
劔
　
究
　
　
二
十
八
宿
の
傳
來
を
論
ず

は
そ
れ
で
あ
る
。
十
九
年
七
閏
の
法
は
西
洋
傳
來
か
、
支

那
起
原
か
判
あ
ぬ
。
五
年
再
閏
の
こ
ご
、
分
野
の
こ
ご
、

春
分
を
二
月
こ
す
る
こ
ご
、
日
中
の
影
の
長
さ
を
測
る
こ

ご
、
二
十
八
宿
の
こ
ご
は
支
那
ご
共
通
で
あ
み
。
殊
に
面

白
い
の
は
、
十
二
寸
の
表
を
樹
て
て
、
各
区
籔
に
愛
す
る

日
中
の
影
の
長
さ
を
記
せ
る
も
の
が
あ
る
が
、
是
等
の
影

の
長
さ
か
ら
容
易
に
其
観
測
地
織
の
緯
度
を
推
鋒
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
即

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

（季蟻1 ：影の
ｷさ
推算せ
驤ﾜ度

六月中旬 5寸 430

七月島 8 46

八月同催夜等分） 13 47

九月同 15 39

十月同 18 36

十一混同 21 37

十こ．月同 18 36，

一月同甲 15 40
’

二月同（霊夜等分） 13 47

三月同

l月同

ﾜ月同

1
別
、
1

5玉

T0

S2

均

ご
が
掛
家
る
筈
で
あ
る
。
試
に
推
興
せ
る
結
果
は
右
表
の

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
．
　
三
四
（
三
四
）

如
く
で
、
十
二
の
均
の
値
は
緯
度
四
十
三
度
こ
な
る
。
勿

論
粗
愚
な
る
影
の
長
さ
の
記
事
か
ら
推
製
し
π
も
の
で
あ

る
か
ら
精
確
な
る
こ
ご
を
期
待
す
る
こ
ε
は
出
來
な
い
が

十
二
の
李
均
で
あ
る
か
ら
可
な
り
の
程
度
に
信
用
す
べ
き

も
の
で
あ
ら
う
。
北
緯
四
十
三
度
は
印
度
の
國
内
に
は
な

い
、
緯
度
を
以
て
．
云
へ
ば
古
の
月
氏
國
、
ソ
グ
ヂ
ヤ
ナ
の

ナ
マ
ル
カ
ン
ド
邊
が
丁
度
こ
れ
に
當
る
Q
遂
事
實
に
嘗
て

見
れ
ば
、
摩
登
三
三
に
あ
る
天
文
事
項
の
少
く
こ
も
↓
部

分
は
、
印
度
固
有
の
も
の
に
非
す
し
て
、
中
央
ア
ジ
ヤ
に

て
北
緯
四
十
三
度
内
外
の
某
地
黙
に
於
て
観
測
し
て
自
沈

る
智
識
に
基
い
て
居
る
ご
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
回
し

　
摩
一
一
経
に
記
載
せ
る
ナ
ク
シ
ャ
ト
ラ
（
宿
）
の
記
事
に

・
よ
り
て
、
二
十
七
乃
至
二
十
八
ナ
ク
シ
ャ
ト
ラ
に
乳
型
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　

る
星
宿
を
認
定
す
る
こ
ご
が
出
來
る
。
次
に
ギ
ン
ツ
エ
ル

が
製
作
し
漏
る
圖
の
略
圖
を
掲
げ
て
、
支
那
ご
印
度
の
二

十
八
宿
の
異
同
を
示
し
、
及
び
支
那
、
印
度
、
ア
ラ
ビ
ヤ

の
名
聡
樹
照
表
を
掲
げ
る
。

膨



（
第
三
圖
）

支
那
及
印
獲
ユ
於
グ
ル
ニ
十

八
宿

　
　
太
キ
線
ハ
蟹
道

　
　
細
キ
線
ハ
西
元
髄
二
千

　
　
年
ノ
赤
遣

認

第
三
爆
　
　
研
究
　
　
二
十
八
宿
の
傳
來
を
論
ず

印
度
の
二
十
入
宿
に
就
き

特
起
注
意
す
べ
ぎ
霜
左
の

諏
比
。

　
一
大
角
（
十
三
）
を
含
め

　
　
る
こ
ご

　
二
織
女
（
二
十
）
、
牽
牛

　
（

　
　
（
二
十
一
）
、
瓠
瓜
（
二

　
　
十
二
）
を
含
め
る
こ

内
一
と

　
三
織
女
を
先
に
し
牽
牛

　
く9
　
を
後
に
し
、
支
那
の
．

　
　
牛
女
ご
順
序
相
鱒
倒

　
　
せ
る
こ
ご

　
　
　
四
摩
登
伽
経
中
に
て
も

　
　
或
は
二
十
八
、
或
は

　
　
二
十
七
、
其
激
一
定

　
　
せ
ざ
る
が
、
二
十
七

第
一
號
　
　
　
三
五
（
三
五
）
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第
．
一
二
巻
　
　
研
究
　
　
二
十
八
宿
の
傳
來
を
論
ず

第
二
．
號
．

三
六

（
三
六
）



　
　
．
に
す
る
時
は
織
女
（
ご
十
）
を
省
く
こ
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ニ
い

　
　
五
バ
ビ
ロ
ン
に
て
「
星
の
中
の
星
」
こ
し
て
圭
も
塗
る

　
　
　
謙
語
標
準
物
な
り
し
ご
云
は
る
る
カ
ペ
ラ
を
含
ま

　
　
　
ざ
る
こ
ご

　
　
六
名
稽
の
意
義
は
、
殆
ご
全
部
冷
日
よ
り
解
撮
す
る

　
　
　
こ
ご
を
得
ざ
る
こ
ご

是
等
の
事
實
は
叢
れ
も
二
十
八
宿
の
丹
心
に
關
し
て
重
要

璽
る
暗
示
を
與
ふ
る
も
の
で
、
實
に
本
論
の
骨
子
で
あ
み
。

大
角
、
織
女
、
牽
牛
、
瓠
瓜
等
は
軌
れ
も
子
壷
を
距
る
こ

ご
可
な
り
大
な
る
故
、
何
等
か
特
別
の
理
由
が
な
け
れ
ば

二
十
入
豊
中
に
採
用
さ
る
べ
き
筈
の
も
の
で
は
な
い
。
回

れ
等
は
支
那
に
於
て
な
ら
ば
第
三
節
に
述
べ
塗
る
如
く
、

歴
史
的
に
採
用
さ
る
べ
き
理
由
が
存
在
し
て
居
る
の
で
あ

る
。
（
三
）
の
順
序
轄
倒
は
歳
差
の
現
象
の
留
め
に
自
然
に

生
じ
沈
結
果
で
、
織
女
を
先
き
に
し
π
る
方
は
、
牽
牛
を

先
き
に
し
護
る
も
の
よ
り
後
世
的
な
る
こ
ご
を
示
し
て
居

る
。
（
四
）
は
織
女
ご
牽
牛
ご
は
其
相
距
甚
だ
小
な
る
故
、

　
　
　
第
三
巻
　
　
研
　
究
　
　
二
十
入
宿
の
傳
來
を
論
ず

二
つ
存
在
せ
し
む
る
必
要
な
し
、
黄
難
を
距
る
こ
ご
遠
き

方
を
省
き
π
る
も
の
な
る
べ
し
Q
（
五
）
は
（
一
）
（
二
）
ご
樹

照
す
れ
ば
、
非
バ
ビ
ロ
ン
起
原
説
の
一
の
強
味
な
る
べ
く

（
六
）
は
第
三
節
ご
樹
照
す
れ
ば
支
那
起
原
説
に
一
暦
の
強

昧
を
與
ふ
る
も
の
で
あ
る
。
な
ほ
更
に
一
歩
を
進
め
て
、

大
角
の
印
度
名
ω
＜
薮
は
大
角
の
別
名
驚
動
の
轄
詑
し
回

る
も
の
こ
見
る
こ
ご
を
得
ざ
る
か
、
興
味
あ
る
問
題
で
あ

る
。ウ
エ
ー
バ
ー
は

　
　
七
島
を
起
首
こ
せ
る
こ
ご

　
　
く

に
重
き
を
概
き
、
印
度
の
二
十
八
宿
は
昂
が
春
分
点
な
り

し
時
に
設
定
さ
れ
把
も
の
な
る
こ
ε
を
示
す
ご
云
ふ
て
居

る
が
、
こ
れ
は
二
十
入
宿
ご
十
二
宮
ご
を
混
同
し
、
西
洋

に
て
春
分
点
を
十
二
宮
の
起
首
こ
し
寝
る
考
を
そ
の
ま
ま

印
度
に
當
憾
め
沈
も
の
で
、
無
理
な
解
毛
で
あ
る
。
支
那

起
原
説
に
て
説
朋
す
れ
ば
、
出
莞
典
に
臼
短
星
昴
、
以
正
仲

冬
芝
あ
る
如
く
、
昴
は
冬
至
の
中
風
で
あ
る
が
、
印
度
の

　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
　
號
　
　
　
　
一
二
七
　

画一

�
ｵ
）

，



黛

　
　
　
第
三
巻
　
研
究
　
ご
十
入
宿
の
傳
來
を
論
ず
・

二
十
八
宿
は
支
那
に
て
冬
至
を
年
の
始
め
こ
せ
ん
こ
し
始

め
π
る
頃
（
春
秋
中
頃
）
に
支
那
を
出
号
し
て
印
度
に
傳
は

う
だ
お
も
の
こ
す
れ
ば
、
了
解
す
る
こ
ご
が
出
戸
る
ε
思

ふ
。
も
一
つ
面
白
い
こ
ご
は

　
　
　

　
　
八
こ
十
八
宿
を
東
西
南
北
の
四
方
に
配
布
す
る
順
序

　
　
　
が
支
那
ご
忠
勤
な
る
こ
ご

で
あ
る
。
昴
よ
り
始
め
て
第
七
ま
で
を
東
方
こ
し
、
第
八

よ
り
第
十
四
ま
で
を
南
方
こ
し
、
第
十
五
よ
り
第
二
十
一

を
西
方
、
第
二
十
二
よ
り
第
二
十
八
ま
で
を
北
方
こ
し
て

居
る
。
即
ち
東
南
西
北
の
順
で
、
支
那
の
東
北
西
南
に
比

し
て
逆
轄
で
あ
る
。
支
那
で
二
十
八
宿
を
四
号
に
配
布
し

把
の
は
春
秋
中
頃
で
あ
ら
う
ご
思
ふ
。

　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
ご

　
ペ
ル
シ
ヤ
及
ア
ラ
ゼ
ヤ
の
二
十
八
宿
に
關
し
て
は
、
ホ

　
　
　
　
ら
　
リ

ン
メ
ル
及
ウ
エ
ー
バ
ー
の
研
究
が
あ
る
が
、
大
体
に
於
て

印
度
の
二
十
八
宿
に
比
し
こ
宿
だ
け
数
へ
方
が
畳
ん
で
居

る
の
で
あ
る
。
な
ほ
ウ
エ
ー
バ
ー
に
よ
れ
ば
、
ペ
ル
シ
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
三
八
　
（
三
八
）

の
二
十
八
宿
も
古
い
頃
は
印
度
ご
同
じ
く
昴
を
起
首
に
し

て
居
っ
陀
ら
し
い
ご
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。

　
バ
ビ
ロ
ン
の
天
文
は
非
常
に
古
い
時
代
か
ら
螢
呈
し
て

居
つ
だ
こ
ご
は
疑
も
な
い
機
で
あ
る
の
で
、
從
っ
て
二
十

八
宿
の
起
原
も
バ
ピ
ロ
ソ
な
る
べ
し
ご
推
測
さ
れ
、
古
き

バ
ビ
ロ
ン
に
於
け
る
二
十
八
宿
の
存
在
は
早
く
か
ら
期
待

さ
れ
て
は
居
π
が
、
今
日
に
至
る
ま
で
其
確
証
は
未
だ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
が
ま
ね

つ
も
登
見
さ
れ
な
い
。
ギ
ソ
ツ
エ
ル
、
ぜ
レ
ミ
プ
ス
等
に

よ
れ
ば
、
紀
元
前
一
一
七
〇
乃
至
七
〇
〇
年
代
の
も
の
こ

推
定
さ
る
る
境
界
標
石
に
て
其
面
に
十
二
宮
の
形
象
を
記

載
せ
る
も
の
十
四
個
ほ
ご
現
存
し
て
居
り
、
十
二
宮
の
こ

ご
を
記
せ
る
ダ
ブ
レ
ツ
．
ト
は
紀
元
前
九
世
紀
ま
で
の
も
の

が
あ
る
。
紀
元
前
一
二
二
及
一
〇
〇
年
の
ダ
ブ
レ
ッ
ト
に

は
四
十
個
の
星
の
名
を
記
せ
る
も
の
あ
）
、
エ
ッ
ビ
ン
グ

は
其
の
中
に
二
十
八
個
の
標
難
点
あ
る
が
如
し
ご
云
へ
こ

そ
れ
は
軍
に
想
像
に
過
ぎ
な
い
O
ホ
ン
メ
ル
（
一
八
九
一

年
）
は
く
図
禽
な
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
十
六
個
の
星
の
名
を

馬



、

記
せ
る
も
の
あ
り
ご
云
へ
ざ
、
こ
れ
は
二
十
四
個
の
星
の

名
を
記
せ
る
も
の
の
一
部
発
な
ら
ん
ご
云
は
れ
て
居
る
。

ぜ
レ
ミ
ア
ス
（
一
九
＝
二
）
は
O
円
×
×
×
H
H
H
本
な
み
タ
ブ
レ

ッ
ト
に
十
五
個
の
星
の
名
を
記
せ
る
も
の
を
駿
見
し

　
　
　
　
月
の
軌
溢
に
澹
へ
る
星

　
　
昴
〃
、
畢
・
、
参
、
馳
駅
者
、
ペ
ル
セ
ウ
ス
、
難
電
子
、
蟹
、

　
　
獅
干
、
…
…
…
天
秤
、
蜴
、
射
手
、
…
…
…
水
瓶
、

　
　
魚
尾
、
北
魚
、
…
…
…
牡
羊
、

ご
あ
る
を
以
て
、
二
十
八
宿
の
存
在
の
記
録
が
始
め
て
實

現
さ
れ
セ
ご
云
ふ
て
居
る
が
、
し
か
し
塞
席
の
廣
さ
か
ら

推
察
す
れ
ば
、
そ
れ
を
充
乏
し
π
る
時
の
全
数
は
二
十
四

な
る
べ
く
、
到
底
二
十
七
若
く
は
二
十
八
に
は
な
・
り
得
｝
な

い
ご
云
ふ
て
居
る
。
軍
に
「
月
の
論
詰
に
沿
へ
る
星
」
こ
め

る
だ
け
で
、
支
那
印
度
の
二
十
八
宿
ご
同
標
の
も
の
こ
す

る
の
は
蓮
断
で
あ
る
。

　
バ
ビ
ロ
ン
に
て
は
、
十
二
宮
及
び
其
南
北
に
そ
れ
を
二

倍
し
三
倍
し
て
悔
二
十
四
、
三
十
六
の
星
を
列
記
せ
る
も

　
　
　
第
三
懸
　
　
研
　
究
　
　
ご
十
八
宿
の
樽
來
を
論
ず

の
は
從
來
も
度
々
螢
見
さ
れ
陀
が
、
二
十
七
乃
至
二
十
八

の
二
十
八
宿
言
分
法
は
今
日
に
至
る
ま
で
未
だ
望
見
さ
れ

な
い
。
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0
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六
馬
・
相
互
比
較

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ご

　
二
十
入
宿
の
起
原
地
に
就
て
は
・
ビ
オ
ー
（
一
八
四
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ご

は
支
那
起
原
説
を
唱
へ
・
ウ
エ
ー
バ
ー
（
一
八
六
〇
）
は
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ロ
ご

を
駁
し
て
印
度
起
原
説
を
唱
へ
、
ホ
ン
歪
（
天
九
一
）

　
　
　
　
　
　
　
．
第
　
一
號
　
　
　
　
三
九
　
（
三
九
）

　
　
　
　
㌧

，



第
不
一
一
一
嫁
Ψ
　
　
研
　
　
究
　
　
　
一
一
L
T
八
宿
の
傳
來
を
弧
嗣
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

は
バ
ピ
ロ
ソ
逸
原
説
を
唱
へ
、
後
に
至
り
て
ウ
エ
ー
バ
」

（一

?
九
四
）
も
亦
バ
ピ
ロ
ソ
説
に
傾
き
、
暦
注
學
の
大
家

へ
ま
ワギ
ン
ッ
エ
ル
も
亦
バ
ピ
ロ
ゾ
説
を
採
っ
て
居
る
の
で
、
今

日
學
界
の
大
勢
は
バ
ビ
ロ
ン
起
原
説
で
あ
る
ご
云
ふ
て
宜

し
い
。
バ
ビ
ロ
ン
に
二
十
八
宿
匿
分
法
が
存
在
し
て
居
つ

沈
ご
云
ふ
証
擦
は
今
日
に
至
る
ま
で
少
し
も
厚
子
さ
れ
て

居
ら
ぬ
に
も
係
は
ら
す
、
バ
ビ
ロ
ン
を
以
て
二
十
八
宿
旺
．

分
法
の
登
鮮
地
こ
し
、
古
き
時
代
に
印
度
支
那
等
に
傳
つ

陀
も
の
で
あ
る
ご
云
ふ
の
で
あ
る
○

　
冷
日
ま
で
二
十
八
宿
の
起
原
及
傳
來
を
論
じ
セ
る
是
等

の
學
者
の
凡
て
を
通
じ
て
陥
…
つ
て
居
る
一
の
重
大
な
る
誤

解
が
あ
る
ρ
そ
れ
は
十
二
宮
ご
二
十
入
宿
の
根
本
の
意
義

若
く
は
設
定
の
動
機
を
混
同
し
、
其
差
異
を
充
発
に
よ
く

了
解
し
て
居
ら
ぬ
ご
思
は
る
る
こ
ご
で
あ
る
。
支
那
起
原

説
を
採
れ
る
ビ
八
二
す
ら
も
、
支
那
の
二
十
八
宿
は
尭
の

時
に
二
十
四
宿
を
設
定
し
、
後
ち
周
公
が
四
宿
を
追
加
し

て
二
十
入
宿
こ
な
せ
る
も
の
で
あ
る
ご
云
ふ
て
居
る
の
は

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
四
〇
　
（
四
〇
）

バ
ビ
ロ
ン
起
原
説
を
採
れ
る
人
為
が
、
バ
ビ
ロ
ン
に
は
古

く
か
ら
十
二
宮
あ
り
、
そ
の
二
倍
三
倍
な
る
二
十
四
、
三

十
六
の
星
の
名
の
表
も
あ
る
故
、
二
十
八
宿
は
自
然
そ
れ

等
の
間
か
ら
登
生
せ
る
も
の
な
ら
ん
ご
云
ふ
て
居
る
の
こ

全
く
同
榛
の
誤
解
に
置
い
て
居
る
〇

　
十
二
宮
は
各
市
飾
に
鷹
す
る
太
陽
の
所
在
を
指
示
せ
ん

が
把
め
に
黄
溢
を
十
二
に
等
分
せ
る
も
の
、
二
十
入
宿
は

恒
星
に
鍔
す
る
月
の
運
動
を
迫
跡
し
て
朔
に
於
け
る
太
陽

の
斯
在
を
推
定
せ
ん
が
セ
め
に
、
著
し
き
星
を
目
印
ご
し

て
設
け
泥
る
二
十
八
個
の
標
準
黙
で
あ
る
〇
二
十
八
宿
の

後
に
十
二
等
分
法
が
登
達
す
る
こ
ご
は
誠
に
自
然
で
あ
る

が
十
二
等
分
法
の
登
達
し
π
る
後
に
不
等
な
る
二
十
七
乃

至
二
十
八
優
分
法
が
生
す
る
こ
ご
は
不
自
然
で
あ
る
。

　
以
上
の
理
由
だ
け
で
も
バ
ピ
冒
ン
説
を
排
す
る
に
充
分

で
あ
る
が
、
な
ほ
其
上
に
、
バ
ビ
η
ン
に
は
ム
ー
日
ま
で
兎

に
角
何
等
の
形
跡
も
登
見
さ
れ
ざ
る
こ
ζ
、
印
度
の
二
十

八
宿
中
に
大
角
、
牽
牛
、
織
女
、
瓠
瓜
等
を
含
む
に
も
係



は
ら
す
カ
ペ
ラ
を
含
ま
ざ
る
こ
ご
等
も
非
バ
ゼ
冒
ン
説
の

囁
有
力
な
る
論
糠
で
あ
ら
う
。

　
ア
ラ
ビ
ヤ
、
ペ
ル
．
シ
ヤ
の
二
十
八
宿
が
印
度
の
二
十
八

宿
よ
り
も
後
世
的
の
も
の
で
あ
る
こ
ご
は
云
ふ
ま
で
も
な

い
。
思
ふ
に
印
度
か
ら
西
漸
し
π
も
の
で
あ
ら
う
、
．

　
印
度
ご
支
那
の
比
較
に
湿
て
は
、
既
に
第
三
節
及
第
五

節
に
述
べ
沈
こ
ご
に
依
っ
て
自
ら
明
か
で
あ
る
。
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七
、
　
結
　
　
　
　
論

　
上
卓
論
蓮
せ
る
所
に
よ
り
、
二
十
入
宿
の
起
原
及
傳
來

に
号
し
次
の
如
く
結
論
す
る
こ
ご
が
出
來
る
。

　
↓
支
那
に
於
け
る
二
＋
八
宿
の
存
在
ば
周
初
勘
で
追
跡

　
　
　
第
三
巻
　
　
研
　
究
　
　
二
十
八
宿
の
傳
來
を
論
ず

　
す
お
こ
ご
が
欝
病
る
。

　
二
朔
の
研
究
は
な
ほ
一
層
の
証
盤
を
與
ふ
る
か
も
知
れ

　
な
い
。

ゴ
バ
ビ
ロ
ソ
に
於
け
る
二
十
八
宿
の
存
在
は
今
日
ま
で

く　
ま
だ
確
証
が
な
い
。

鋤
十
二
宮
ご
二
十
八
宿
ご
は
全
く
異
な
り
沈
る
目
的
の

（　
沈
め
に
設
定
さ
れ
π
も
の
で
あ
る
○

鋤
印
度
の
二
十
八
宿
は
支
那
の
二
十
八
宿
の
始
ま
り
の

　
朕
態
に
相
塗
し
て
居
る
。

刈
二
十
八
宿
の
酒
場
地
は
古
代
に
於
て
北
斗
を
主
も
な

（　
る
親
象
標
準
物
ご
し
π
る
地
方
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

匂
二
十
八
宿
の
登
竜
地
は
古
代
に
於
て
牽
牛
織
女
の
傳

　
説
が
あ
っ
π
地
方
で
あ
ら
う
。

恥
印
度
に
輸
入
さ
る
る
前
に
北
緯
四
十
三
度
内
外
の
地

く　
方
に
暫
時
停
滞
し
て
居
つ
柁
形
跡
が
あ
る
。

鋤
二
十
八
宿
を
四
二
に
配
饗
す
る
の
が
支
那
ご
印
度
ご

（　
異
な
っ
て
居
る
。

　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
四
一
　
（
囚
一
）



第
三
巻
　
　
叢
説

ラ十
以
上
を
縛
括
す
れ
ば

　
二
十
八
宿
は
支
那
に
託
て
周
初
又
は
そ
れ
以
前
に
設

　
定
さ
れ
、
春
秋
中
期
に
支
那
を
遠
遠
し
、
中
央
ア
ジ

　
ャ
を
経
由
し
て
印
度
に
傳
は
う
、
更
に
ペ
ヴ
シ
ャ
、

　
ア
ラ
ビ
ヤ
方
面
に
傳
っ
牝
も
の
で
あ
る
。

申
學
校
に
於
け
ろ
歴
史
科
の
澹
革
並
に
其
面
掛
的
便
値
に
就
て
　
　
第
一
號
　
　
　
四
二
　
（
西
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
科
敷
授
の
洛
革
の
大
艦
を
述
べ
次
に
其
敷
育
的
儂
値
に
就

叢
　
　
　
読

中
學
綾
に
於
け
ろ
歴
史
科
の
沿

革
並
に
其
教
育
的
贋
値
に
就
て

　
　
　
　
　
文
學
博
士
小
西
重
直

　
　
　
悶
、
狸
逸
及
臨
本
に
於
け
る
歴
史
激
授
の
溜
箪

立
論
の
順
呈
し
て
最
初
轟
づ
中
盤
に
於
け
る
壁

て
私
見
を
論
述
し
て
見
や
う
ご
思
ふ
。
沼
革
の
方
面
で
は

西
洋
の
代
表
者
こ
し
て
濁
逸
の
人
交
中
學
に
於
け
る
朕
況

の
一
般
を
述
べ
聯
か
田
本
の
こ
謝
照
の
材
料
に
供
し
把
い

ご
思
ふ
の
で
あ
る
Q

濁
逸
の
中
學
に
於
て
は
中
世
紀
に
あ
り
て
は
一
般
の
敷
脊

が
宗
敏
的
で
あ
り
、
且
叉
歴
史
の
學
術
前
研
究
も
十
分
登

．
達
し
な
か
つ
π
爲
め
か
、
聖
書
の
創
世
記
や
、
希
腰
羅
馬

時
代
の
断
法
的
史
談
や
、
帝
王
や
法
王
な
ざ
の
年
代
記
の

…
檬
な
も
の
を
敷
授
す
る
に
止
り
、
中
世
紀
の
末
頃
に
は
都

市
の
登
達
に
件
ひ
其
年
代
記
な
ざ
を
も
敷
概
し
て
居
つ
把

様
で
あ
る
が
未
だ
歴
史
科
こ
い
ふ
濁
立
の
敷
科
目
は
な
く

宗
敷
や
言
語
の
敷
授
に
於
て
取
り
扱
は
れ
て
居
つ
だ
の
で

あ
る
〇
十
五
世
紀
の
末
よ
り
十
六
世
紀
の
初
め
に
か
け
て

の
人
文
主
義
者
は
古
典
の
研
究
上
歴
史
研
究
の
必
要
を
戚

じ
．
フ
ツ
ヲ
ン
の
如
き
は
歴
日
の
研
究
上
猫
逸
民
族
の
統

一
に
も
着
眼
し
、
ウ
ヰ
ン
フ
ヘ
リ
ン
グ
は
千
五
百
〇
五
年


